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安
芸
太
田
町
長

　

橋は
し

　
本も
と

　
博ひ
ろ

　
明あ
き

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新年のごあいさつ
　

令
和
３
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
町
政
推
進
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
何
と
い
っ
て
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
る
年
で
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
年
末
に
感
染
者
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
町
民

の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

安
全
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
コ

ロ
ナ
に
よ
る
生
活
の
変
化
を
否
定
す
る

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
河
井
衆
議
院
議
員
夫

妻
の
問
題
の
余
波
で
、
町
長
選
挙
が
前

倒
し
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
後
を
受
け
た

私
と
し
て
も
、
政
治
へ
の
不
信
感
を
払

し
ょ
く
し
、
町
民
の
皆
様
と
役
場
と
が

一
体
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
克

服
し
て
い
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
全
力

で
取
り
組
む
覚
悟
で
す
。

　

町
で
は
現
在
、
次
年
度
の
予
算
編
成

を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

私
と
し
て
も
初
め
て
の
予
算
編
成
に

な
り
ま
す
が
、
作
業
に
あ
た
っ
て
は
特

に
２
つ
の
点
を
指
示
し
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
で
す
。

　

安
心
で
き
る
日
常
生
活
を
確
立
す
る

た
め
の
取
り
組
み
は
勿
論
、
生
活
基
盤

を
支
え
る
産
業
の
再
生
や
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
を
通
じ
て
、
新
し
い
生
活
の

変
化
に
対
応
し
ま
す
。

　

も
う
一
つ
が
人
口
減
少
対
策
の
推
進

で
す
。

　

本
町
の
最
大
の
課
題
は
人
口
減
少
に

あ
る
と
訴
え
て
き
ま
し
た
が
、
実
際
、

本
町
は
合
併
以
降
毎
年
、
移
住
さ
れ
る

方
よ
り
も
転
出
さ
れ
る
方
が
多
い
（
転

出
超
過
）
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
今
年
度
は
、
恐
ら
く
は
コ
ロ

ナ
の
影
響
だ
と
思
い
ま
す
が
、
移
住
者

の
方
が
約
30
人
も
多
い
（
転
入
超
過
）

状
況
で
す
。

　

こ
の
機
を
逃
す
こ
と
な
く
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
取
り
組
み
を
集

中
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
更
な
る
移
住
者
を
増

や
す
た
め
の
支
援
策
の
整
備
・
充
実
を

は
か
る
と
と
も
に
、
町
の
特
徴
を
い
か

し
た
仕
事
の
創
出
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
以
上
転
出
さ
れ
る
方
を

増
や
さ
な
い
よ
う
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
育
ち
を
支
え
る
環
境
の
構
築
や
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
充
実
に

よ
り
、
住
民
満
足
度
の
向
上
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
夏
か
ら
始
め
た
地
域
懇
談
会

も
ま
も
な
く
町
内
を
一
巡
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
多
く
の
皆
様
と
意
見
交
換

を
す
る
中
で
、
人
口
減
に
苦
慮
す
る
、

地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
厳
し
い
状
況
も
伺
い

ま
し
た
。

　

一
方
で
昨
年
の
秋
は
、
例
年
を
超
え

る
観
光
客
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
は
な
い
場
所
で
も
車

を
止
め
て
、
本
町
の
素
晴
ら
し
い
自
然

を
楽
し
む
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

人
口
も
転
入
超
過
に
転
じ
て
い
る
の

は
驚
き
の
変
化
で
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
思
う
以
上
に
、

今
の
安
芸
太
田
町
が
既
に
十
分
魅
力
的

で
あ
る
こ
と
の
証
拠
で
す
。

　

地
域
を
回
り
な
が
ら
、「
新
し
い
風
」

の
役
割
は
、
町
の
魅
力
を
町
民
自
身
に

再
確
認
し
て
い
た
だ
く
こ
と
な
の
か
も

し
れ
な
い
、
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

過
疎
に
苦
し
ん
で
き
た
本
町
に
、
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
新
た
な
変
化
が
訪
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
変
化
の
荒
波
を
漕
ぎ
分

け
て
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る

た
め
に
、
安
芸
太
田
町
の
魅
力
を
引
き

出
す
べ
く
、
本
年
も
職
員
一
同
、
全
力

で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
引
き
続
い
て
の
ご
理

解
と
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

新
年
が
皆
様
に
と
り
、
明
る
く
、
希

望
に
満
ち
た
一
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を

ご
祈
念
申
し
あ
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

謹
賀
新
年
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安
芸
太
田
町
議
会
議
長

　
冨と
み

　
永な
が

　
　
　
豊ゆ
た
か

新年のごあいさつ
　

新
た
な
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
誰

も
が
夢
の
あ
る
未
来
に
向
け
、
輝
く
こ

と
を
信
じ
て
や
ま
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
昨
年
、
河
井
夫
妻
選
挙
違
反

事
件
で
政
治
不
信
を
招
い
た
こ
と
を
住

民
の
皆
様
に
深
く
お
詫
び
を
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
は
、
令
和
２
年
１
月

に
国
内
で
初
め
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
以

降
、
長
期
化
す
る
戦
い
に
誰
も
が
不
安

を
感
じ
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
か
け
が
え
の
な
い
命

を
な
く
さ
れ
た
、
全
て
の
皆
様
に
心
よ

り
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
現

在
闘
病
中
の
皆
様
の
一
日
も
早
い
御
回

復
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
従
事
者
を
は
じ
め
と
し

た
生
活
必
須
職
従
事
者
の
皆
様
の
ご
尽

力
に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

今
、
一
番
望
ま
れ
る
こ
と
は
一
日
で

も
早
い
安
全
で
有
効
な
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
が
無
事
に
開
発
さ
れ
「
収
束
」

の
シ
ナ
リ
オ
が
見
え
る
こ
と
で
あ
り
、

社
会
経
済
対
策
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
、
感
染
防
止
対
策
と
経
済

活
動
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み

を
国
と
自
治
体
は
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
現
金
給
付
等
の
行
政
手

続
き
に
時
間
が
か
か
る
な
ど
、
先
進
国

の
中
で
最
低
レ
ベ
ル
で
あ
る
と
い
う
発

言
が
あ
る
ほ
ど
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
が

浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を

前
提
と
す
る
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
加
速
さ

せ
た
働
き
方
や
、
新
し
い
生
活
様
式
の

仕
組
み
で
社
会
経
済
活
動
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

本
町
は
、
そ
の
新
た
な
流
れ
を
力
に
、

人
口
構
造
の
変
化
と
い
う
大
き
な
課
題

対
策
に
、
移
住
・
定
住
対
策
、
防
災
対

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

策
、
雇
用
創
出
と
人
材
育
成
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用
、
医
療
・
教
育

・
行
政
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
等
々
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
に
果
断
に
取
り
組
み
、

町
民
福
祉
向
上
の
た
め
に
議
会
は
最
大

限
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

■
議
会
議
員
の
な
り
手
不
足
の
確
保

　

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
課
題
に
つ
い
て
、
民
主
的
に
合

意
形
成
を
進
め
て
い
く
上
で
、
議
会
の

役
割
の
重
要
性
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
議
員
の
な
り
手
不
足
が
表

面
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
現
実
を
深
慮
し
、
平
成
29
年
４

月
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
設
置
に
お

い
て
、
多
様
な
層
の
住
民
で
の
議
会
へ

の
参
画
を
い
か
に
促
す
か
の
観
点
で
20

回
強
の
協
議
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

　

協
議
の
一
つ
と
し
て
、

◦
立
候
補
の
環
境
の
費
用
負
担

◦
政
務
活
動
費
用
負
担

◦
経
済
面
で
の
議
員
報
酬
等

の
引
き
上
げ
に
関
す
る
事
項
に
調
査
研

究
を
行
い
ま
た
、
窮
状
に
つ
い
て
国
へ

働
き
掛
け
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
６
月
公
職
選
挙
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
公
営
対
象
が
拡
大
さ
れ
、

町
村
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
も
対
象

と
な
り
ま
し
た
。
選
挙
公
営
制
度
に
つ

い
て
は
、
立
候
補
者
の
財
力
等
に
よ
っ

て
立
候
補
の
機
会
を
失
わ
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
立
候
補
の
費
用
負
担
を
少
し

で
も
軽
減
す
る
制
度
で
、
今
春
行
わ
れ

る
町
議
会
議
員
選
挙
か
ら
導
入
の
運
び

と
な
り
ま
す
。

　

政
務
活
動
費
は
、
議
員
の
政
策
立
案

機
能
向
上
を
さ
せ
て
行
く
た
め
、
平
成

31
年
度
の
予
算
化
し
現
在
活
用
し
て
お

り
ま
す
。
支
出
内
容
は
、
議
員
活
動
の

範
囲
に
関
係
す
る
書
籍
等
の
購
入
費
用
、

民
間
主
催
の
議
員
研
修
会
に
参
加
す
る

た
め
の
費
用
、
先
進
地
視
察
の
諸
費
用

等
に
充
て
て
お
り
ま
す
。

　

議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
若
い
世
代

が
議
員
の
な
り
手
を
増
や
し
て
行
け
る

環
境
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
等
の
社
会

変
化
の
対
策
の
後
押
し
に
追
わ
れ
詳
細

の
詰
め
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
早
急
に

取
り
ま
と
め
皆
様
に
理
解
を
得
た
い
と

思
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
、
多
様
な
層
の
住
民
の
参
画

で
開
か
れ
た
議
会
と
し
て
幅
広
く
研
究

を
進
め
な
が
ら
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
の
創
生
に
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

で
自
立
的
で
持
続
的
な
本
町
を
目
指
し

て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
に
は
健
康
に
留
意
さ

れ
、
新
た
な
年
が
未
来
に
希
望
に
満
ち

た
日
々
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。
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◉立候補するには供託が必要となります!!

◉選挙公報を発行します!!

◉立候補予定者説明会等の日程を決定しました!!

令和３年３月28日執行予定の安芸太田町議会議員一般選挙より

供託金について

選挙公報制度

選挙公報の発行

選挙公報の配布

　供託金は、被選挙人（＝候補者）が公職選挙に出馬する際、選挙管理委員会に対して寄託することが
定められている場合に納める金銭もしくは債権などのことです。供託金は原則として現金または債券で
供託することになっており、公職選挙法第92条に基づき、被選挙人は、供託所に供託をした上、立候補
の届出に際し、供託を証明する書面（供託書正本）を提出することとなっています。
　当選もしくは一定票（供託物没収点）以上の結果を残した場合には供託金はすべて返還されますが、
有効投票総数に対して供託物没収点に達しない場合は没収されます。没収された供託金は、地方選挙の
場合はそれぞれの地方自治体に帰属することとなっていますので、町に帰属することとなります。

　選挙公報は町長選挙・町議会議員選挙における候補者の氏名、経歴、政見、写真等を掲載した公報を
選挙ごとに１回発行し、その経費を町が負担します。これは選挙公営同様「お金のかからない選挙」ま
た、候補者間の選挙運動の機会均等を図る手段として採用されている制度です。
　昨年の９月定例議会において議員発議による条例が制定されたことにともない、今後予定される選挙
において選挙公報を発行します。

　候補者は、選挙公報の掲載を受けようとするときは、町選挙管理委員会が指定する原稿用紙に掲載文
および写真を添えて立候補の届出の日に申請します。
　また、掲載の順序は立候補の届出の日にくじで定めます。

　選挙公報は、新聞折込の方法にて選挙期日前日までに配布を予定しています。なお、町ホームページ
や役場本庁、各支所および安野出張所においても選挙公報を配布していますので、新聞を購読されてい
ない方、また、一部新聞折込できない地域につきましては、ご利用いただきますようお願いします。
　３月の町議会議員一般選挙の選挙公報の配布時期は広報３月号でお知らせします。

選　　　挙 金　額 供託物没収点

町長選挙 50万円 有効投票数÷10

町議会の議員の選挙 15万円 有効投票数÷町の議員定数（12）÷10

立候補予定者説明会 日　時／2月24日㈬ 午前10時から
会　場／戸河内ふれあいセンター

立 候 補 届 出 書 類
事 前 審 査

日　時／3月12日㈮ 午前10時から午後5時まで随時
会　場／安芸太田町役場

選 挙 の 日 程
選挙執行予定期日／令和3年3月28日㈰
選挙期日告示予定日／令和3年3月23日㈫

定数 12人

※町の選挙のみ掲載

4広報安芸太田　令和３（2021）年　１月号



選挙特報選挙特報選挙特報選挙特報

◉選挙公営制度が導入されます!!
選挙公営とは？

町が定める選挙公営制度

●問い合わせ先／安芸太田町選挙管理委員会　☎28−2111

　選挙公営制度は、「お金のかからない選挙」を実現するとともに、立候補者個
人の財力などによって立候補の機会や選挙の公平性が失われることを防ぎ、立候
補しやすい環境を整えることを目的に選挙運動費用の公費負担を行うものです。
　町では、町長選挙や町議会議員選挙の際に選挙運動費用の一部を公費負担する
条例を昨年 12 月定例議会で定め、下記のとおり選挙公営を行います。
　なお、この選挙公営制度は、各候補者の得票数が供託物没収点以上の場合に適
用され、没収点未満の場合には選挙運動費用の全額が候補者の負担となります。

　次の公費負担対象について、実際に要した選挙運動費用を公費負担限度額の範囲で、候補者に代わっ
て町が公費で支払いします。

公費負担対象 公費負担限度額

選 挙 運 動 用
自 動 車 等 費

自動車使用費（ハイヤー方式） １日限度額…35,860円

個別契約方式
（レンタカー方式）

自動車のレンタル費 １日限度額…15,800円
運転手の雇用費 １日限度額…12,500円
燃料費 １日限度額… 7,560円

公営の対象経費となる選挙運動用自動車等費
＝１日単価×５日（告示の日から投票日前日まで）

選 挙 運 動 用
ビ ラ 作 成 費

ビラ１枚当たりの作成単価の限度額（7円51銭／枚）

公営の対象となる作成費金額＝作成単価×作成枚数（※1）
（※1 対象となる作成枚数の上限が選挙により異なります。）
〔参考〕作成費の限度額
　　　　町　長　選　挙：37,550円（上限5,000枚）
　　　　町議会議員選挙：12,016円（上限1,600枚）

選 挙 運 動 用
ポスター作成費

作成単価の限度額 ＝（103,500円＋525円06銭×ポスター掲示場数）÷
ポスター掲示場数（※2）
（1 円未満の端数は切上げ）
（※2 限度額はポスター掲示場数によって変動します。）
〔参考〕作成費限度額単価＝1,193 円
　　　　　　　　　　　　　　　（令和２年度におけるポスター掲示場数：155）

公営の対象となる作成費金額 ＝ 作成単価 × 作成枚数（※3）
（※3 作成枚数とは当該選挙のポスター掲示場の数に相当する数の範囲内のもの）

　公費は、候補者へ支払うのでは
なく、候補者が契約した業者等か
らの請求に基づいて、直接その契
約業者等へ支払う仕組みになって
います。
　したがって、候補者は、事前に
その契約業者等を選挙管理委員会
に届出する必要があります。 選挙管理委員会 業　　者

立候補者届　出　等 有償契約等

支払＆請求

5 広報安芸太田　令和３（2021）年　１月号
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母子・父子および寡婦福
祉資金貸付制度をご利用
ください　　　　　　　

（単位 :円／月）
　　　貸付限度額

学校等種別　　　

国公立 私　立
自宅通学 自宅外通学 自宅通学 自宅外通学

高 等 学 校 27,000 34,500 45,000 52,500
高等専門学校 31,500 33,750 48,000 52,500
短 期 大 学 67,500 96,500 93,500 131,000
大 学 71,000 108,500 108,500 146,000
専 修 学 校 67,500 78,000 89,000 126,500

●修学資金
　～各種学校の授業料等～

　　　貸付限度額

学校等種別　　　

国公立 私　立
自　宅 自宅外 自　宅 自宅外

小 学 校 64,300
中 学 校 81,000
高等学校等 150,000 160,000 410,000 420,000
大 学 等 410,000 420,000 580,000 590,000

（単位 : 円）

●就学支度資金
　～入学金・教材購入等就学準備にかかる費用～

※小・中学校の就学支度資金については、所得税非課税世帯の場合に限る。

　母子・父子家庭および寡婦の生活の
安定と、その児童（子）の福祉を図る
ために、各種資金の貸付けを行ってい
ます。お子さんが高校や大学へ進学、
また就職するために係る費用の貸付制
度を紹介します。（※各資金はいずれ
も貸付上限額です。）

※日本学生機構で貸付をうけられる場
　合は差額分の貸付を利用が可能です。
●問い合わせ先
　福祉課（福祉事務所）☎25−0250

●修業資金
　免 許 取 得　460,000円
●就職支度資金
　１回につき　100,000円　
　自動車購入　330,000円

安芸太田町のみなさまへ
●サービス提供エリアであっても、利用できない場合があります。
　エリアについては、下記までお問い合わせください。

（FTTH アクセスサービス） 

お申込み受付中!
【お申し込み・お問い合わせ】NTT西日本 IPコールセンター

【受付時間】 午前９時～午後５時  土曜・日曜・祝日も受付中（年末年始12/29～1/3を除きます。）
携帯電話・PHSからも通話できます。電話番号をお確かめのうえ、お間違えのないようお願いいたします。

「コラボ光」も利用可能です。
●「コラボ光」をお申し込みの際は、各光コラボ
　レーション事業者へお問い合わせください。

審査  W20−01137

広告

0120−931146

町内「定額タクシー」情報！町内「定額タクシー」情報！新型コロナウイルス感染症対策事業 町内「定額タクシー」情報！町内「定額タクシー」情報！

●問い合わせ先／企画課　☎28−1972

　利用者の皆様、定額タクシーを便利にご利用いただいておりますでしょうか。
　11月末現在の運行回数は1,142回となり、10月より15％利用が伸びています。延べ利用人数は
1,442人です。11月の平均利用回数は1人あたり3.3回で、最大利用回数は20回となっています。

◆定額タクシー終了予定　令和3年2月下旬頃◆
　２月の広報にて「定額タクシー終了日」をお知らせします。長くご利用いただくためにも、
「相乗り」へのご協力をよろしくお願いします。

　10月から社会実験として運行しております定額タクシーは、３月までを実験期間としており
ましたが、計画していた利用台数を大きく上回るため、終了時期が早まる見込みです。
　つきましては、下記日程をもって社会実験を終了させていただきます。

社会実験終了お知らせ



公
益
社
団
法
人

全
国
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
連
合
会
表
彰

　

安
芸
太
田
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
藤ふ

じ

本も
と

忠た
だ

則の
り

さ
ん
（
上
本
郷
）
が
、
30
年
勤
続
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
長
年
に
わ
た
り
貢
献

さ
れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

日
ご
ろ
の
ご
活
躍
に
感
謝
し
ま
す
。

　

加
計
中
学
校
の
生
徒
が
令
和
２
年
度

「
環
境
と
健
康
の
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ

ン
ク
ー
ル
」
と
「
筆
の
都
」
広
島
県
熊

野
町
全
国
書
画
展
覧
会
で
そ
れ
ぞ
れ
受

賞
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
な
活
動
、
生

活
が
で
き
な
い
中
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

が
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
発
信

す
る
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

表
彰
を
受
け
ま
し
た
！
！

　

昨
年
の
11
月
25
日
、
広
島
県
林
産
中
市
協
同
組

合
（
大
字
穴
）
に
お
い
て
、（
一
社
）広
島
県
木
材

組
合
連
合
会
主
催
の
優
良
木
材
展
示
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
会
の
受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
林
野
庁
長
官
賞

　

広
島
市
森
林
組
合

　

（
ヒ
ノ
キ　

長
さ
４
ｍ　

末
口
径
54
㎝
）

◆
広
島
県
知
事
賞
（
ヒ
ノ
キ
部
門
）

　

佐
々
木
木
材

　

（
ヒ
ノ
キ　

長
さ
４
ｍ　

末
口
径
50
㎝
）

◆
広
島
県
知
事
賞
（
ス
ギ
部
門
）

　

鍵
山
木
材

　

（
ス
ギ　

長
さ
６
ｍ　

末
口
径
70
㎝
）

◆
広
島
市
長
賞

　

広
島
市
森
林
組
合

　

（
コ
ウ
ヤ
マ
キ　

長
さ
４
ｍ　

末
口
径
42
㎝
）

◆
安
芸
太
田
町
長
賞

　

日
新
林
業　

株
式
会
社

　

（
ク
リ　

長
さ
８
ｍ　

末
口
径
46
㎝
）

◆
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
長
賞

　

有
限
会
社　

大
内
林
業

　

（
マ
ツ　

長
さ
５
ｍ　

末
口
径
54
㎝
）

◆（
一
社
）全
国
木
材
組
合
連
合
会
長
賞

　

株
式
会
社　

峠
木
材

　

（
モ
ミ　

長
さ
４
ｍ　

末
口
径
54
㎝
）

◆（
一
社
）広
島
県
木
材
組
合
連
合
会
長
賞

　

有
限
会
社　

中
越
木
材

　

（
ヒ
ノ
キ　

長
さ
５
ｍ　

末
口
径
42
㎝
）

　

ま
た
、
多
量
出
荷
賞
は
、
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー

広
島
水
源
整
備
事
務
所
、
株
式
会
社
フ
ロ
ム
フ
ォ

レ
ス
ト
お
よ
び
佐
々
木
木
材
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度

　
　
　

優
良
木
材
展
示
会

安芸太田町長賞
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少
し
の
プ
ラ
で
も

　

多
く
の
魚
が

　
　
　

苦
し
み
ま
す

◎
奨
励
賞　
中
学
校
の
部

　

３
年　

小お

田だ

真ま

由ゆ

香か

さ
ん

◎
奨
励
賞　
中
学
校
の
部

　

３
年　

郷ご
う

田だ
　

爽あ
き
ら

さ
ん

◎
筆
都
大
賞

　

３
年　

佐さ

さ々

木き

弥み

音お
と

さ
ん



「
祇
園
坊
柿
」が
い
ろ
ん
な
料
理
へ
大
変
身

お
酒・ビ
ー
ル・祇
園
坊
柿
商
品
送
料
無
料

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
開
催
期
間
…
１
月
31
日
ま
で
予
定
）

　

今
月
号
で
は
、
11
月
か
ら
12
月
初
旬
に
か
け
て
実
施
し
た
「
祇
園
坊
柿

Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ 

Ｕ
Ｐ 

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
Ｓ
」
と
期
間
限
定
で
開
催
中
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
送
料
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

～
16
事
業
所
が
柿
の
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
～

地域商社あきおおた通信地域商社あきおおた通信
第19号

一般社団法人 地域商社あきおおた
道の駅  来夢とごうち

〒731−3664 安芸太田町大字上殿632−2
　☎28−1800 FAX28−1843

　

町
内
の
飲
食
店
、
宿
泊
施
設
、
お

土
産
な
ど
の
販
売
店
で
祇
園
坊
柿
を

使
っ
た
料
理
や
ス
イ
ー
ツ
、
ド
リ
ン

ク
な
ど
を
期
間
限
定
で
楽
し
め
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

祇
園
坊
柿
が
カ
レ
ー
や
天
ぷ
ら
に

姿
を
変
え
、
多
く
の
方
に
柿
の
新
し

い
形
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
き
お
お
た
で
生
ま
れ
る
お
酒
や

ビ
ー
ル
、
祇
園
坊
柿
を
よ
り
多
く
の

方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
あ
き
お
お
た
か
ら
」
で

送
料
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

対
象
の
商
品
は
、
恐
羅
漢
や
井
仁

の
棚
田
の
焼
酎
や
地
ビ
ー
ル
、
６
種

　

ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に

は
、
商
品
の
ご
購
入
で
祇
園
坊
柿
が

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も

ら
え
、
お
客
様
は
喜
ば
れ
て
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
じ
て

得
た
気
づ
き
を
今
後
の
施
策
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

検索あきおおたから

類
セ
ッ
ト
や
ウ
イ
ス
キ
ー
か
ら
祇
園

坊
柿
商
品
の
「
チ
ョ
コ
ち
ゃ
ん
」
や

「
祇
園
坊
柿
ワ
ッ
フ
ル
」
な
ど
を
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
族
へ
の
贈
り
物
や
お
友
達
へ

の
冬
の
ギ
フ
ト
と
し
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
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●問い合わせ先／安芸太田町ヘルスツーリズム推進協議会（地域商社あきおおた）☎28−1800
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自
分
た
ち
が
暮
ら
す
町
、
そ
し
て
働
く
町
で
、

地
域
防
災
の
担
い
手
と
し
て
、
住
民
の
安
心
、
安

全
を
守
る
一
つ
の
力
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　

応
急
手
当
の
指
導
、
さ
ま
ざ
ま
な
広
報
活
動
へ

の
参
加
な
ど
活
動
範
囲
は
広
く
、
全
国
で
も
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
、
あ
な
た
の
家
族
や
大
切
な

方
々
、
地
域
の
皆
さ
ん
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
で
も
地
域
に
貢
献
で
き
ま
す
！

「自
分
の
た
め
に
、
誰
か
の
た
め
に
、

　
　
そ
し
て
あ
な
た
の
活
躍
の
場
に
」

女
性
消
防
団
員
の
役
割

◦
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
促
進

◦
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
の
防
火
訪
問

◦
住
民
に
対
す
る
防
災
教
育
お
よ
び
応
急
手
当
の

　

普
及
指
導
等

◦
消
火
活
動
や
後
方
支
援
、
操
法
訓
練
へ
の
参
加

◦
火
災
や
災
害
時
に
は
情
報
収
集
活
動
等
の
後
方

　

支
援
（
ド
ロ
ー
ン
活
用
な
ど
）　

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課

　

危
機
管
理
室

　
　

☎
２
８−

２
１
１
１

『
私
が
守
る
』
大
好
き
な
町

『
私
が
守
る
』
大
好
き
な
町

安
芸
太
田
町

女
性
消
防
団
員

募集中!

安
芸
太
田
町
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
　
取
組
報
告

　
今
年
の
秋
も
多
く
の
方
が
見

に
来
て
く
だ
さ
っ
た
、
筒
賀
の

大
銀
杏
。
美
し
い
黄
色
い
葉
は
、

多
く
の
方
を
長
年
魅
了
し
て
き

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
皆
さ
ん
に
質
問
で
す
。

　
そ
の
葉
が
落
ち
葉
に
な
っ
た

後
、
ど
う
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
か
？

「
正
解
は
、
地
元
の
氏
子
の
方

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
集
ま
り
、

葉
を
集
め
た
後
に
燃
や
し
て
い

る
そ
う
で
す
。」

　
毎
年
た
く
さ
ん
の
方
が
見
に

来
ら
れ
る
筒
賀
の
大
銀
杏
。

　
訪
れ
て
く
れ
た
人
と
心
の
ど

こ
か
で
繋
が
れ
る
何
か
を
や
り

た
い
。

　
全
部
燃
や
し
て
し
ま
う
の
は

さ
み
し
い
な
。
何
か
で
き
な
い

か
な
？

　
こ
う
し
た
思
い
か
ら
、
大
銀

杏
の
葉
に
目
を
付
け
て
く
れ
た

の
は
加
計
高
校
１
年
生
の
生
徒

達
で
し
た
。

　
９
月
か
ら
始
め
た
こ
の
取
組

み
は
、
筒
賀
大
歳
神
社
の
宮
司

さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
大

銀
杏
の
葉
を
分
け
て
も
ら
い
、

染
料
を
作
り
、
実
際
に
染
め
て

み
る
と
こ
ろ
ま
で
来
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
安
芸
太
田
町
の
皆
様
と
安
芸

太
田
町
に
来
て
く
れ
た
方
々
が

心
の
ど
こ
か
で
繋
が
れ
る
取
組

み
と
し
て
今
後
も
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

加
計
高
校
生
徒
と
開
発
中

加
計
高
校
生
徒
と
開
発
中
!!!!

〜〜
安
芸
太
田
町
の
自
然
資
源
を

安
芸
太
田
町
の
自
然
資
源
を

　
　
　
　
　
　
　

活
か
し
た
染
め
物
体
験

　
　
　
　
　
　
　

活
か
し
た
染
め
物
体
験
〜〜

加
計
高
校
生
徒
と
開
発
中

加
計
高
校
生
徒
と
開
発
中
!!!!

〜〜
安
芸
太
田
町
の
自
然
資
源
を

安
芸
太
田
町
の
自
然
資
源
を

　
　
　
　
　
　
　

活
か
し
た
染
め
物
体
験

　
　
　
　
　
　
　

活
か
し
た
染
め
物
体
験
〜〜



消費生活ホットライン消費生活ホットライン

　シーズン10回分の除排雪サービスを約４万円で
申し込み、５回分は終了した。ところが６回目を
依頼し、了承されたのに作業をしてくれない。連
絡しても「作業担当者に確認する」と言ったきり、
電話にも出ない状態が続いている。

●除雪・排雪サービスを利用する際は、作業回数や具体的な作業内容、事業者が大雪等で現
　場に来られず作業できなかった場合や、作業時に自宅や近隣施設を破損したときの対応な
　どを事前によく確認しましょう。
●契約前に、実際に場所を見てもらったうえで複数社から見積もりを取り、サービス内容を
　比較、検討することも大切です。契約の際は、契約内容をよく確認し、書面として残して
　おきましょう。
●前払いの契約は、作業が実施されなかった場合などに返金を求めることが難しいこともあ
　るので、慎重に検討しましょう。

ひとこと
助言

皆さんも
皆さんも

気をつけて!
気をつけて! 除雪・排雪サービス除雪・排雪サービスのの

トラブルトラブルにに注意注意

〜家畜の飼養衛生管理状況の報告をお忘れなく〜

●問い合わせ先／広島県西部畜産事務所・広島県西部家畜保健衛生所
　　　　　　　　〒739−0013 東広島市西条御条町1−15　　☎082−423−2441

　毎年２月１日時点の飼育している家畜の頭羽数、衛生管理状況に
ついて、所轄する畜産事務所への報告が義務づけられています。
　家畜伝染病予防法の改正のため、令和３年定期報告の様式を変更
しました。

家
畜
（
動
物
）
を
飼
養
す
る
方
へ

蜜
蜂
飼
育
届

●広島県のホームページにも詳しく掲載しています。
　【広島県ホームページ】において

アドレス　https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/85/kachiku-teikihoukoku.html

◎牛、水牛、鹿、馬、めん羊、山羊、豚（ミニブタ・マイ
　クロブタ含む）、いのしし（毎年４月15日までに報告）
◎鶏、あひる（アイガモ含む）、うずら、きじ、だちょう、
　ほろほろ鳥、七面鳥（毎年６月15日までに報告）

検索定期報告

　飼育群数の多少に限らず蜜蜂を飼育する場合は、「蜜蜂飼育届」の提出が
義務づけられています。
　毎年１月末までに県に提出をお願いします。（手数料はかかりません。）
　ただし、園芸作物の花粉交配用に飼育する場合など届出が不要な場合もあ
ります。
●詳しくは、県庁畜産課　☎082−513−3604　
　広島県西部畜産事務所　☎082−423−2441 へご相談ください。

10広報安芸太田　令和３（2021）年　１月号

産業振興課（役場本庁本館２階）☎28−1973
mail : syouhi@akiota.jp

安芸太田町消費生活相談所

（県庁）　☎082−223−6111広 島 県 生 活 セ ン タ ー



安芸太田町に風力発電所建設計画が立ち上がっています。

（仮称）広島西ウインドファーム事業　
環境影響評価方法書の縦覧および説明会の開催について

11 広報安芸太田　令和３（2021）年　１月号

　安芸太田町（筒賀地区）、広島市（湯来地区）、廿日市市（吉和地区）にまたがった山の尾根に、
電源開発株式会社（J-POWER）が、風力発電所の建設計画をされています。
　事業概要：（仮称）広島西ウインドファーム事業
　　　　　　１基4,300kw×36基　最大総出力154,800kw（計画段階での事業規模は日本最大級）

　環境影響評価法に基づく「（仮称）広島西ウインドファーム事業　環境影響評価方法書」の縦覧
および説明会の開催について、お知らせします。
　なお、縦覧期間、説明会等の詳細につきましては、別途新聞等でも公表されます。

　安芸太田町（筒賀地区）、広島市（湯来地区）、廿日市
市（吉和地区）にまたがり、筒賀坂原地区を中心に北側
（立岩山・市間山）と南側（奥ノ原山・猪股山）の山の
尾根に最大高さ約150ｍの風車、計36基を建設予定とす
る計画です。風車の高さ最大150ｍは、温井ダム（156
ｍ）とほぼ同じ高さですので、風車の高さが想像できる
と思います。
　この計画について、下記のとおり環境影響評価方法書
の縦覧および住民説明会が行われる予定で、環境保全の
見地からの意見を、事業者に提出することができます。

◆事業者名　電源開発株式会社　代表取締役社長　渡部肇史（〒104－8165 東京都中央区銀座6丁目15番1号）
◆事業名称　（仮称）広島西ウインドファーム事業（発電出力1基4,300kw×36基 最大154,800kw程度）
◆事業区域　安芸太田町、広島市湯来地区および廿日市市吉和地区
◆縦覧場所　安芸太田町役場本庁（住民生活課）、筒賀支所、加計支所、安野出張所
◆電子縦覧　https://www.jpower.co.jp/sustainability/environment/assessment/wind.html
◆縦覧期間　令和３年１月26日（火）～２月下旬（広報発送時点での縦覧開始日は予定です。）
　　　　　　（土・日・祝日を除く午前８時30分から午後５時15分）
◆説明会の開催　令和３年1月下旬～ 2月下旬（予定）※縦覧期間に併せて実施予定です。

　環境影響評価方法書について、環境保全の見地からのご意見を、書面（日本語）により提出でき
ます。なお、自由書式ですが、提出書面は電子縦覧のホームページからもダウンロードできます。
　①提出方法…氏名、住所、方法書の名称、ご意見を記載し、下記まで郵送または縦覧場所に設置
　　　　　　　する意見書箱へ投函ください。
　②提出期間…令和３年１月26日（火）～３月上旬（広報発送時点での提出開始日は予定です。）
●意見書の提出先およびお問い合わせ先／電源開発株式会社（担当：斎藤、清水）
　〒104−8165 東京都中央区銀座６丁目15番１号　☎03−3546−9600 ９時～17時（土日・祝日を除く）

事業詳細

意見書の提出　※コロナウイルス感染予防対策を行った上、縦覧してください。

※縦覧開始日および住民説明会の開催日時等は、広報発送時点では決定されておりません。決定さ
　れ次第、無線放送および広報２月号によりお知らせいたします。　

地面

ローター径
最大130m

ブレード上端ブレード上端
最大150m最大150m

ハブ高
最大85m
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不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
行
為
で
す

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
行
為
で
す

　

●
問
い
合
わ
せ
先
／
衛
生
対
策
室

　
　

（
ポ
ッ
ク
ル
く
ろ
だ
お
）
☎
２
３−

１
１
２
０

　
　

ま
た
は
本
庁
・
各
支
所
住
民
生
活
課

不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
た
め
に

　

不
法
投
棄
と
は
ル
ー
ル
を
無
視
し
て
、
ご
み

（
一
般
廃
棄
物
・
産
業
廃
棄
物
）
を
山
林
、
原

野
、
道
路
沿
い
や
河
川
沿
い
な
ど
に
捨
て
る
ま

た
は
埋
め
る
行
為
を
い
い
ま
す
。

　

「
少
し
な
ら
環
境
に
影
響
も
な
い
だ
ろ
う
」

「
誰
も
見
て
い
な
い
」
そ
う
い
っ
た
考
え
の
一

部
の
心
無
い
人
に
よ
り
山
林
や
河
川
沿
い
な
ど

へ
の
不
法
投
棄
が
繰
り
返
さ
れ
、
後
を
絶
た
な

い
の
が
現
状
で
す
。

　

不
法
投
棄
は
美
し
い
景
観
を
損
ね
る
だ
け
で

な
く
、
悪
臭
や
害
虫
の
発
生
、
有
害
物
質
が
漏

れ
て
水
や
土
が
汚
染
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
な
ど
、

衛
生
面
で
も
周
囲
に
多
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す

重
大
な
犯
罪
行
為
で
す
。

　

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
不
法
投
棄
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

不
法
投
棄
は
規
模
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
警
察

の
捜
査
対
象
事
案
で
、
実
際
に
検
挙
さ
れ
た
例

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
法
律
に
違
反
し
た
場
合
は

次
の
と
お
り
罰
則
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

個
人
が
不
法
投
棄
し
た
場
合

５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万
円
以
下

の
罰
金
、
ま
た
は
そ
の
両
方

法
人
が
不
法
投
棄
し
た
場
合

３
億
円
以
下
の
罰
金

　
不
法
投
棄
は
そ
の
行
為
者
が
も
ち
ろ
ん
悪

い
の
で
す
が
、
不
法
投
棄
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
ご
み
を
捨
て
ら
れ
な
い
よ
う
な
環
境

づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
た
め
に
、
定
期
的

な
見
回
り
や
、
管
理
す
る
土
地
の
草
刈
り
を

行
っ
た
り
、
土
地
の
周
り
に
柵
を
設
置
す
る

な
ど
の
防
止
策
を
講
じ
た
適
正
な
土
地
の
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
私
有
地
へ
不
法
投
棄

　

さ
れ
た
場
合
、
行
為

　

者
が
特
定
で
き
な
け

　

れ
ば
投
棄
さ
れ
た
ご

　

み
は
土
地
の
管
理
者

　

（
所
有
者
）
が
処
理

　

す
る
こ
と
な
り
、
そ

　

の
処
理
費
は
管
理
者

　

（
所
有
者
）
の
負
担

　

と
な
り
ま
す
。

　

（
廃
棄
物
の
処
理
及

　

び
清
掃
に
関
す
る
法

　

律
第
５
条
）

広報安芸太田　令和３（2021）年　１月号

　
町
で
は
、
衛
生
的
な
排
水
処
理
を
進
め
、
快
適
で
住
み
よ

い
暮
ら
し
環
境
の
実
現
を
目
指
し
、
公
共
下
水
道
や
合
併
浄

化
槽
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
太
田
川
上
流
域
に
暮
ら
す
私
た
ち
に
と
っ
て
河
川
環
境
へ

の
負
担
軽
減
や
水
質
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
は
重
要
な
役
割

の
一
つ
で
す
。
目
の
前
の
水
路
や
、
川
の
水
を
保
全
す
る
こ

と
は
、
安
芸
太
田
町
民
だ
け
で
な
く
下
流
域
や
、
瀬
戸
内
海

沿
岸
で
暮
ら
す
人
た
ち
の
生
活
環
境
保
全
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　
「
自
分
ひ
と
り
ぐ
ら
い
汚
れ
た
水
を
流
し
て
も
…
」

と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
気
な
く
水
路
や
川
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
流
さ
れ
て
い
る
調
理
後
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
油
や
洗
剤
等
が
、
大
切
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
路
や
川
、
海
を
汚
す
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
町
の
豊
か
な
自
然
環

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
境
を
良
好
な
状
態
で
保
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
く
た
め
、
生
活
排

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
・
ト
イ
レ
の
水
洗
化
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
河
川
、
水
路
等
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
み
を
流
さ
な
い
よ
う
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

太
田
川

太
田
川
やや
瀬
戸
内
海

瀬
戸
内
海
のの

　

水
循
環

　

水
循
環
をを
守
ろ
う

守
ろ
う
！！

太
田
川

太
田
川
やや
瀬
戸
内
海

瀬
戸
内
海
のの

　

水
循
環

　

水
循
環
をを
守
ろ
う

守
ろ
う
！！

　

●
問
い
合
わ
せ
先
／
住
民
生
活
課　

☎
２
８−

２
１
１
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　

建　

設　

課　

☎
２
８−

１
９
６
３

田吹川の様子
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
や
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

子
育
て
中
の
方
な
ど
の
生
活
上
の
悩
み
ご
と
や
、
地
域
福

祉
に
関
す
る
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応

じ
て
、
関
係
行
政
機
関
等
へ
の
橋
渡
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
は
児
童
委
員
を
兼
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
、
担

当
地
域
を
も
た
ず
に
児
童
福
祉
を
専
門
に
担
当
す
る
主
任

児
童
委
員
が
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
に
は
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
相
談

内
容
や
個
人
情
報
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
児
童
委
員
の
紹
介

大
竹
市
民
児
協
と
交
流
会
（
意
見

交
換
会
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
　

民生委員児童委員協議会だより民生委員児童委員協議会だより
No.11

　

11
月
27
日
に
大
竹
市
民
児
協
と
交
流
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
お
互
い
に

多
く
の
委
員
同
士
に
よ
る
質
問
・
意
見
交
換
を

行
う
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
異
な
る
市
町
で
あ
っ
て
も
、

民
生
委
員
活
動
で
の
課
題
や
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

苦
労
は
共
通
し
て
い
る
こ
と
も
痛
感
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
会
で
得
た
知
識
を
今
後
の
民
生

委
員
活
動
に
活
か
せ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

氏
　
　
名

担
当
地
区

小
野
　
幸
子
横
山
、
野
影
、
香
郷
、
千
本
、
名
護
木

藤
川
　
　
弘
昌
原
、上
原
、槙
ケ
原
、周
川
、上
田
野
原
、下
田
野
原

杉
中
　
正
秋
五
反
田
、
出
口
、
本
郷
、
坂
根

水
野
　
義
信
芦
杉
、
早
木
、
澄
合
、
宇
佐
、
黒
峠

山
隂
　
尚
真
程
原
、
津
都
見
、
船
場
、
来
見
、
下
久
日
市

宮
本
　
千
春
下
坪
野
、
上
坪
野
、
上
久
日
市
、
光
石
、
附
地

末
田
　
孝
子
ニ
ホ
ヘ
、
ト
チ
リ
、
ヌ
ル
ヲ
、
ワ
カ
ヨ

亀
田
　
　
節
タ
、
レ
、
ソ
、
ツ
、
塚
原
、
イ
ロ
ハ

欠
　
員

遅
越
、
香
草
、
辻
ノ
河
原

竹
下
　
祥
子
勝
草
、
川
登
東
、
川
登
西
、
穴
阿
、
田
之
原
、
安
中

樽
谷
ユ
ミ
子
丁
川
、
神
田
町
、
新
町
、
東
旭
町

國
本
　
育
宏
古
市
、
空
条
、
本
町
、
西
旭
町

佐
々
木
千
早
天
神
町
、
巴
町
、
道
の
口

佐
々
木
敦
子
温
井
、
滝
本

大
倉
　
省
三
土
居
上
、
土
居
下
、
上
調
子
、
山
崎

能
海
　
弥
生
見
入
ケ
崎
、
上
原
、
鮎
ケ
平

武
山
　
智
文
西
調
子
、
明
ケ
谷
、
穂
坪
、
高
下
、
辺
森
、
小
山

栗
栖
美
穗
子
上
堀
、
下
堀
、
江
河
内
、
垰

河
野
乃
富
子
木
坂
、
鵜
渡
瀬

佐
々
木
　
勲
月
の
子
、
草
尾
、
杉
の
泊
、
穴
袋

齊
藤
た
え
子
主
任
児
童
委
員
　
加
計
地
区
全
域

●
加
計
支
部

氏
　
　
名

担
当
地
区

河
野
　
通
有
坂
原
、
布
原
、
大
井

的
場
　
一
秋
小
原
、
萩
原
、
数
舟
、
本
郷

岡
﨑
　
一
子
市
、
三
谷

的
代
百
合
枝
八
幡
原
、
小
屋
原
、
天
神
原
、
山
ノ
廻
、
山
崎

小
笠
原
　
晋
松
原
、
正
地
、
井
仁

辰
己
　
修
二
中
ノ
原
、
田
ノ
尻
、
砂
ケ
瀬
、
向
光
石
、
吉
ケ
瀬

渡
　
　
𠮷
丸
主
任
児
童
委
員
　
筒
賀
地
区
全
域

氏
　
　
名

担
当
地
区

道
教
多
美
子
下
本
郷

沖
段
眞
智
子
上
本
郷

住
田
　
要
子
下
田
吹
、
上
田
吹

川
本
　
秀
昌
遊
谷

田
渕
　
孝
二
土
居

横
畠
　
正
美
打
梨
、
那
須
、
吉
和
郷

河
本
　
修
二
横
川
、
柴
木

田
中
　
道
夫
川
手
、
梶
ノ
木
、
板
ケ
谷

冨
永
　
冨
幸
松
原
、
小
板

河
野
　
六
起
与
一
野
、
才
中
得

佐
々
木
秀
子
寺
領
、
長
原

林
　
由
美
子
箕
角

長
尾
ヒ
ロ
子
中
央

栗
栖
　
　
秋
長
田

佐
藤
　
蘭
子
猪
山

齋
藤
　
正
守
平
見
谷

二
見
　
信
代
主
任
児
童
委
員
　
戸
河
内
地
区
全
域

●
筒
賀
支
部

●
戸
河
内
支
部

広島県民児協広島県民児協
マスコットキャラクターマスコットキャラクター
「広島県版ミンジー」「広島県版ミンジー」
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み
ん
な
で
築
こ
う

人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち

　
　

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う　

違
い
を
認
め
合
う
心
～

　

安
芸
太
田
町
で
は
、
人
権
教
育
・
人
権
啓
発
事
業
の
一
環
と
し
て
、
町
内
小

学
校
６
年
生
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。
人
を
大
切
に
し
、

思
い
や
り
の
あ
る
豊
か
な
心
を
育
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
願
い
の
も
と
、

心
温
ま
る
た
く
さ
ん
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
筒
賀
小
学
校
、
上
殿
小
学
校
、
戸
河
内
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん

の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

梅う
め
田だ　
朝あ
さ
日ひ

さ
ん

栗く
り
栖す　
　
凛り
ん

さ
ん

佐さ

さ々

木き

芯し
ん
太た

さ
ん

正ま
さ
木き　
美み

寧ね

さ
ん

横よ
こ
山や
ま　
惺せ
い
也や

さ
ん

木き
の
下し
た　
芽め

衣い

さ
ん

栗く
り
栖す　
姫き

久く

さ
ん

坂さ
か
谷た
に　
香か

苗な
え

さ
ん

本ほ
ん
宮ぐ
う　
花か

奈な

さ
ん

栗く
り
栖す　
啓ひ
ろ
仁と

さ
ん

多た

賀が　
悠ゆ
う
人と

さ
ん

濱は
ま
田だ　
真ま

幌ほ
ろ

さ
ん

長
短
所　

カ
バ
ー
し
あ
え
ば　

良
い
仲
間

一
つ
だ
け　

命
や
心　

大
切
に

ぼ
く
た
ち
は　

み
ん
な
平
等　

こ
れ
か
ら
も

君
が
持
つ　

権
利
を
う
ば
う　

権
利
な
し

差
別
な
く　

平
和
な
生
活　

保
と
う
よ

思
い
や
り　

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る　

学
校
へ

「
ど
う
し
た
の
？
」
そ
の
一
声
が　

思
い
や
り

見
る
た
び
に　

あ
な
た
の
笑
顔　

金
メ
ダ
ル

あ
な
た
か
ら　

や
さ
し
い
笑
顔　

つ
な
い
で
ね

笑
顔
は　

み
ん
な
も　

笑
顔
に
し
て
く
れ
る

家
族
と
友
達
は

き
み
の
命
を

守
っ
て
く
れ
る

認
め
て
よ　

み
ん
な
ち
が
う
の　

あ
た
り
前

い
じ
め
て
る　

そ
れ
は
あ
な
た
が　

弱
い
か
ら

や
め
よ
う
よ　

い
じ
め
や
差
別　

絶
対
に
!!

考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち
に　

よ
り
そ
っ
て

無
視
は
だ
め

み
ん
な
で
楽
し
く

お
に
ご
っ
こ

小
学
生
の
皆
さ
ん
の
人
権
標
語
を
ご
紹
介
し
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
誰
も
が
感
染
の
可
能
性
が

あ
る
病
気
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
感
染
す

る
と
発
熱
、
咳
、
頭
痛
、
倦
怠
感
な
ど
の
症
状

や
呼
吸
困
難
を
伴
う
肺
炎
を
引
き
起
こ
す
場
合

が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
、
有
効
な
治
療
方
法
は
な
く
、

対
処
療
法
が
中
心
と
な
る
病
気
で
、
感
染
し
な

い
、
さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
３
つ
の
密

（
密
集
・
密
閉
・
密
接
）
を
避
け
る
・
マ
ス
ク

着
用
・
こ
ま
め
な
手
洗
い
等
の
基
本
的
な
感
染

予
防
を
徹
底
し
感
染
対
策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

正
し
い
知
識
で
、
偏
見
や
差
別

を
な
く
し
ま
し
ょ
う

　

感
染
の
危
険
が
あ
る
中
、
医
療
、
介
護
従
事

者
の
方
々
や
生
活
物
資
の
輸
送
な
ど
社
会
機
能

の
維
持
に
貢
献
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
を
、

傷
つ
け
る
よ
う
な
不
当
な
差
別
や
偏
見
は
決
し

て
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

感
染
者
や
そ
の
属
す
る
施
設
・
機
関
、
あ
る

い
は
我
が
国
に
居
住
す
る
外
国
人
の
方
々
等
に

対
す
る
誤
解
や
偏
見
に
基
づ
く
差
別
も
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
正
し

い
知
識
を
持
ち
思
い
や
り
と
良
識
の
あ
る
行
動

を
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　
　
　

　

住
民
生
活
課
☎
２
８−

２
１
１
１

　

加
計
支
所
☎
２
２−

１
１
１
１

　

筒
賀
支
所
☎
３
２−

２
１
２
１

戸河内小 上殿小 筒賀小

●いじめ、セクハラ、パワハラ、差別、配偶者やパートナーからの暴力等の悩みご
　と、その他人権についての困りごと、心配ごとなど暮らしの中で起こるさまざま
　な問題について、電話相談が行われています。ひとりで悩まず相談してください。

http://www.jinken.go.jp/

みんなの人権110番

子どもの人権110番

女性の人権ホットライン

0570−003−110

検索インターネット人権相談

全国ナビダイヤル共通
人権相談ダイヤル

全国共通・通話料無料

全国共通

0120−007−110
0570−070−810

外国語人権相談ダイヤル

インターネット人権相談受付窓口

全国共通 0570−090−911

パソコン・携帯電話・スマートフォン共通

法
務
局
・
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
電
話
相
談
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問い合わせ先
●広島西年金事務所　☎082−535−1505　広島市西区商工センター2−6−1　NTTコムウェア広島ビル1階

●住民生活課　☎28−2116　●加計支所　☎22−1111　●筒賀支所　☎32−2121

　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなった
ときに、働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　国民年金は20歳以上60歳未満の方は加入することが義務付けられています。20歳になった方
には、日本年金機構から資格取得のお知らせが送付されます。

◎将来の大きな支えになります!
　　国民年金は20歳から60歳までの人が加入し、保険料を
　納める制度です。国が責任をもって運営するため安定し
　ていますし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。

◎老後のためだけのものではありません!
　　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。
　　障害年金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また、遺族年金は加入者が死亡
　した場合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取
　れます。

◎「学生納付特例制度」
　　前年所得が基準以下の学生の方を対象とした、保険料の納付が猶予される制度です。
　　対象となる学生は、大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校および各種
　学校（学校教育法に規定されている修業年限１年以上の課程に在学中）に在籍する学生等です。

◎「免除（全額免除・一部免除）制度」
　　本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が一定額以下の場合や失業した場合など、保険料を
　納めることが経済的に困難な場合に、保険料の納付が免除される制度です。
　　免除される額は、「全額」、「４分の３」、「半額」、「４分の１」の４種類です。

◎「納付猶予制度」
　　学生でない50歳未満の方で、ご本人、配偶者それぞれの前年所得が一定額
　以下の場合に、保険料が猶予される制度です。

　保険料を未納のまま放置すると、年金の給付を受け取ることができない場合があります。ま
た、免除制度には上記のほか、産前産後期間の免除制度があります。
　国民年金のご相談・お手続きについては、お近くの年金事務所または役場、各支所までお問
い合わせください。

●国民年金のポイント

●「学生納付特例制度」と「免除・納付猶予制度」

〜新成人の皆さんへ〜 20歳になったら国民年金
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６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月
■歩数計 294 581 848 1085 1339 1554
■リストバンド 2483 5474 7327 9429 12014 13586
■合計 2777 6095 8175 10514 13353 15140

●問い合わせ先／健康づくり課　☎22−0196

　半年間のイベント期間が11月末で終了しました。
　３年間実施してきた「あきおおた地域応援ウォーク」も終了となります。最長で３年間、参加
いただいた皆様、ありがとうございます。
　今年度の全体達成率は75.7％でした。目標には未達のため、満額ではありませんが、ＰＴＡを
通じて各小中学校に１万５千円分の図書カードが寄付されます!!
　せっかく身についた歩く習慣を、今後も続けて健康に過ごしましょう！
※リストバンドはそのまま個人で使用して、健康づくり・健康管理に役立ててください。

①期間中（180日）に、歩数が
　１日6000歩を達成した日が、
　１人100日以上になることを
　めざします。
②参加者全員で目標を達成する
　と町内の小中学校（６校）に
　図書カードが寄付されます。

「あきおおた地域応援ウォーク」
が終了しました

達成状況（目標 20,000日）
（単位 : 日）

●参加者数／200人（リストバンド183、歩数計17）

0

5,000

10,000

15,000

目標 20,000

25,000

累
計
日
数

達成率75.7％!

●問い合わせ先
　住民生活課 ☎28−2116　税務課 ☎28−2114　加計支所 ☎22−1111　筒賀支所 ☎32−2121

国保税は納期限内に収めましょう。

安芸太田町国民健康保険からのお知らせ

「医療費のお知らせ」 について !「医療費のお知らせ」 について !
　国民健康保険に加入されている世帯主の方へ、２か月ごとの奇数月に
「国民健康保険医療費のお知らせ（はがき）」をお送りしています。
　このお知らせの「医療費の額（全体額）」と「患者負担額」の差額は、
国民健康保険等で賄われており、医療費の増加は、国民健康保険税の増
額につながることから、家計や国民健康保険の負担軽減のため、医療費
への理解を深めるとともに、今後の健康づくりにお役立てください。
　また、このお知らせは、２月からの確定申告等の手続きで、医療費控除の明細書として使用する
ことができますが、「患者負担額」は、医療費総額から計算された自己負担相当額となっています
ので、実際に負担された額が異なる場合は領収書と併せて、確定申告等の手続きを行ってください。
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高額療養費（外来年間合算）の申請 〜外来診療が年間を通して高額になったとき〜

高額介護合算療養費の申請 〜医療保険と介護保険の負担額が高額になったとき〜

　１年間の外来の自己負担額が144,000円を超えた場合、その超えた額が高額療養費として支給
されます。

　１年間の医療保険と介護保険の両方の自己負担額を合算した額が、下表の自己負担限度額を超え
た場合、その超えた額が「高額介護合算療養費」として支給されます。

令和２年７月31日時点で高額療養費の自己負担区分が「１割」の方。

令和元年８月１日から令和２年７月31日まで。

●問い合わせ先／広島県後期高齢者医療広域連合　☎082−502−3030
　　　　　　　　住民生活課 ☎28−2116　加計支所 ☎22−1111　筒賀支所 ☎32−2121

対 象 者

合 算 す る 期 間

年 間 上 限 額

合算できる範囲

合 算 す る 期 間

申 請 手 続

申 請 手 続

自己負担限度額
（年額）

※自己負担限度額を超えた501円以上の場合支給します。

144,000円
個人の外来診療の自己負担額を合算します。上限額を超えた額が外来年間合算の支給
額となります。（月ごとの高額療養費が支給されている場合は、そのうち外来診療分
として既に支給された額を差し引いて計算します。）

同一世帯の後期高齢者医療の被保険者に係る自己負担額
※ただし、高額療養費等の支給後の額です。

支給対象になる方には、広域連合から申請書を送付しますので、役場窓口へお持ちく
ださい。期間中に保険の異動があった場合は、広域連合から申請案内を送付できない
場合や申請（以前の保険の自己負担額が分かる証明書を添付）が必要になる場合があ
りますので、役場窓口にご相談ください。

令和元年８月１日から令和２年７月31日までの自己負担区分が「１割」の月を合算し
ます。

○計算期間中に後期高齢者医療と介護保険の両方で異動がない方。
　対象になる方には、広域連合から申請案内を送付しますので、役場窓口へお持ちく
　ださい。
○以下に該当される方は、申請案内を送付できない場合がありますので、役場窓口に
　ご相談ください。
　　①いずれかの保険で異動があった方。
　　②住所地と介護保険の市町が違う方。（介護保険住所地特例者）

区　　　　分 自己負担額（年額・世帯単位）
医療保険＋介護保険

① 病院での窓口負
担が３割の方

課税所得690万円～ 212万円

課税所得380万円～ 141万円

課税所得145万円～ 67万円

② ①・③・④以外の方 56万円

③ 世帯員全員が市町村民税非課税の方 31万円

④ ③の内、世帯員全員の所得が一定基準
以下の方（年金収入80万円以下等） 19万円

後期高齢者医療広域連合からお知らせ
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②上記①のサービスと併せて、ケアプランに基づいた次のいずれかの福祉系サービスを利用している 
　●（介護予防）訪問介護（生活援助が中心である場合は除く）、夜間対応型訪問介護 
　●（介護予防）訪問入浴介護、（介護予防）通所介護
　●（介護予防）認知症対応型通所介護
　●（介護予防）短期入所生活介護　
　●（介護予防）小規模多機能型居宅介護

介護保険を利用して支払った費用の介護保険を利用して支払った費用の

一部は医療費控除の対象になります！一部は医療費控除の対象になります！

介護保険を利用して支払った費用の介護保険を利用して支払った費用の

一部は医療費控除の対象になります！一部は医療費控除の対象になります！
　介護保険のサービスを受けられたとき、一部介護サービスが確定申告の医療費控除の対象となります。

◆在宅サービスを利用している方  

◆施設サービスを利用している方  

①次のいずれかの医療系サービスを利用している 

　●訪問看護（介護予防）訪問看護
　●（介護予防）訪問リハビリテーション
　●（介護予防）居宅療養管理指導
　●（介護予防）通所リハビリテーション
　●（介護予防）短期入所療養介護

①特別養護老人ホームに入所している。

　（例：寿光園・戸河内松信園 など）

「１割または２割、３割の自己負担と部
屋代および食費」を合計した金額の1/2
が医療費控除の対象です。

「１割または２割、３割の自己負担と部
屋代および食費」を合計した金額が医療
費控除の対象です。

②介護老人保健施設または介護療養型医療

　施設に入所している。

　（例:介護老人保健施設ひこばえ など）

医療費控除の対象に

なりません。

医療費控除の対象となるのは、次のとおりです。

◆①で利用しているサービスの「１割または
　２割、３割の自己負担」
◆（介護予防）短期入所療養介護の利用による
　「滞在費・食費」
◆（介護予防）通所リハビリの利用による「食費」
◆②で利用しているサービスの「１割の自己
　負担」

医療費控除の対象となるのは、次のとおりです。

◆①で利用しているサービスの「１割または
　２割、３割の自己負担」
◆（介護予防）短期入所療養介護の利用による
　「滞在費・食費」
◆（介護予防）通所リハビリの利用による「食費」

は　い

は　い いいえ

はい

はい

いいえ

●問い合わせ先／税務課 ☎28−2114 または福祉課 ☎25−0250



お
知
ら
せ
!!

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

Ａ
Ｃ
Ｐ（
人
生
会
議
）っ
て
何
？

耳
に
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
も
は
じ
め
て
聞
か
れ
る
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

生活支援コーディネーターのコーナー生活支援コーディネーターのコーナー

毎
週
金
曜
日

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
…
松
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　
　
　

セ
ン
タ
ー

『
い
き
い
き
百
歳
体
操
』

　

地
域
で
活
動
中
！戸河内・松原地区のみなさん

●
広
島
県
で
は
地
域
保
健
対
策
協
議
会
で
「
私
の
心
づ
も
り
」
と
い
う
Ａ
Ｃ
Ｐ

　

（
人
生
会
議
）
の
手
引
書
と
記
入
用
紙
を
作
成
し
て
い
ま
す
。　

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
福
祉
課
）
に
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
利
用
し

　

て
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

12
月
３
日
、
戸
河
内
・
松
原
地
区
で
26

箇
所
目
の
“
通
い
の
場
”
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

通
い
の
場
で
行
う
「
い
き
い
き
百
歳
体

操
」
は
、
イ
ス
に
腰
を
か
け
、
準
備
体
操
、

筋
力
体
操
、
整
理
体
操
の
３
つ
の
運
動
を

行
い
ま
す
。

　

筋
力
運
動
で
は
、
０
㎏
～
2.4
㎏
ま
で
の

地
域
づ
く
り
に
よ
る
介
護
予
防
の
た
め
の
「
通
い
の
場
」
づ
く
り

12
段
階
に
調
整
可
能
な
重
り
を
手
首
や
足

首
に
巻
き
つ
け
、
ゆ
っ
く
り
と
手
足
を
動

か
し
ま
す
。

　

加
齢
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
た
病
気

や
虚
弱
状
態
が
、
筋
力
の
低
下
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
が
筋
力
を

つ
け
る
こ
と
で
体
力
を
回
復
さ
せ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
筋
力
づ
く
り
の

た
め
に
は
、
週
１
回
約
30
分
の
体
操
が
効

果
的
で
す
。

　

み
な
さ
ん
で
一
緒
に
行
う
こ
と
で
、
無

理
な
く
続
け
ら
れ
ま
す
。

　

体
操
が
終
わ
っ
た
あ
と
は
、
話
を
し
な

が
ら
情
報
交
換
を
し
た
り
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
せ
ま
す
。
体
操
を
休
ん
だ
時
は
気

に
か
け
て
く
れ
た
り
と
仲
間
づ
く
り
も
で

き
ま
す
。
自
分
も
元
気
、
知
り
合
い
も
元

気
に
な
り
、
地
域
も
活
性
化
で
き
ま
す
。

　

是
非
、
み
な
さ
ん
の
地
域
で
“
通
い
の

場
”
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
元
気
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
お
手

伝
い
し
ま
す
。

　

Ａ
Ｃ
Ｐ
（
人
生
会
議
）
と
は
「
一
人
一
人

の
価
値
観
や
人
生
観
な
ど
に
つ
い
て
元
気
な

う
ち
か
ら
家
族
や
医
療
者
（
主
治
医
等
）
と

話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
」
で
す
。

　

そ
う
す
れ
ば
、
そ
の
希
望
や
思
い
が
医
療

や
ケ
ア
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

終
末
期
に
向
け
て
の
豊
か
な
人
生
を
目
指

し
て
一
緒
に
考
え
て
お
く
こ
と
で
す
。

　

関
連
す
る
言
葉
と
し
て
は
、「
終
活
」「
遺

書
」「
遺
言
書
」「
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
」「
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
等
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
人
生
会
議
）
を
考

え
る
う
え
で
の
手
段
と
な
り
ま
す
が
、
Ａ
Ｃ

Ｐ
（
人
生
会
議
）
は
、
最
後
の
迎
え
方
を
準

備
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
そ
の
人
ら

し
く
生
き
る
た
め
の
話
し
合
い
で
す
。

　

元
気
で
あ
っ
て
も
い
つ
何
時
ど
ん
な
こ
と

が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
早
い
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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●
問
い
合
わ
せ
先
／
安
芸
太
田
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
２
２－

２
０
３
１
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せ
ら
し
お

n
oi

t
a

mr
o

f
n

I

　

検
査
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　

令
和
３
年

　

２
月
２
日
㈫
９
時
～
11
時

　

３
月
２
日
㈫
９
時
～
11
時

◇
検
査
場
所

　

広
島
県
庁　

農
林
庁
舎
１
階

　

診
察
室
（
広
島
県
西
部
保
健
所

　

広
島
支
所
内
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

広
島
県
西
部
保
健
所
広
島
支
所

　

保
健
課
保
健
対
策
係　

　
　

☎
０
８
２−

５
１
３−

５
５
２
１

広
島
県
が
行
う
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗

原
抗
体・梅
毒
検
査・肝
炎

ウ
イ
ル
ス
無
料
検
査
日
程

の
お
知
ら
せ　
　
　
　
　

20

　

各
業
務
に
従
事
し
て
い
る
方
は
、

各
法
に
よ
り
２
年
に
１
回
届
け
出

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、

本
年
は
そ
の
該
当
年
に
な
り
ま
す
。

　

調
理
師
以
外
の
方
は
、
各
施
設

で
と
り
ま
と
め
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

調
理
師
の
方
は
、
以
下
に
続
き

ま
す
。

◇
届
出
対
象
者

　

令
和
２
年
12
月
31
日
現
在
、
町

内
の
次
の
施
設
等
で
業
務
に
従
事

さ
れ
て
い
る
方

◦
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
、
事
業

　

所
、
社
会
福
祉
施
設
、
介
護
老

　

人
保
健
施
設
、
矯
正
施
設
、
多

　

人
数
に
飲
食
物
を
調
理
し
て
提

　

供
し
て
い
る
施
設

◦
飲
食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、

　

そ
う
ざ
い
製
造
業

調
理
師・保
健
師・助
産
師

看
護
師・准
看
護
師・歯
科

衛
生
士・歯
科
技
工
士　

　
　
　
　
　
　
　
の
方
へ

を
お
聞
き
し
て
国
有
林
野
行
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
。

◇
対　

象

　

広
島
県
内
に
お
住
ま
い
で
、
森

林
・
林
業
お
よ
び
国
有
林
に
関
心

の
あ
る
成
人
の
方
。

　

た
だ
し
、
国
会
お
よ
び
地
方
議

会
の
議
員
、
地
方
公
共
団
体
の
長
、

常
勤
の
国
家
公
務
員
、
平
成
30
年

度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
３
年
間

連
続
し
て
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
務

め
ら
れ
た
方
は
除
き
ま
す
。

◇
応
募
締
切

　

令
和
３
年
２
月
１
日
㈪

◇
詳　

細

　

募
集
の
詳
細
は
、
近
畿
中
国
森

林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

 

「
近
畿
中
国
森
林
管
理
局　

国
有

林
モ
ニ
タ
ー
」
で
検
索

●
問
い
合
わ
せ
先

　

近
畿
中
国
森
林
管
理
局

　

総
務
企
画
部　

企
画
調
整
課　

　

林
政
推
進
係

　
　

☎
０
６−

６
８
８
１−

３
４
０
１

（
直
通
）

　

10
月
16
日
開
催
の
臨
時
議
会
に

お
い
て
、
任
期
満
了
に
よ
る
安
芸

太
田
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
選

挙
が
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

《
任
期
》

　

令
和
２
年
11
月
10
日
か
ら

　

令
和
６
年
11
月
９
日
ま
で

◇
任　

期

　

令
和
３
年
４
月
１
日
～

　

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

◇
目　

的

　

国
有
林
の
事
業
運
営
等
に
つ
い

て
、
国
民
の
皆
様
の
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
ご
意
見
や
ご
要
望

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
い
る
子
育
て
世

帯
の
生
活
を
支
援
す
る
「
新
生
児

特
別
定
額
給
付
金
」
の
対
象
を
令

和
３
年
３
月
31
日
生
ま
れ
ま
で
延

長
し
ま
す
。

　

申
請
期
限
は
、
令
和
３
年
４
月

30
日
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

児
童
育
成
課
☎
２
８−

１
９
６
９

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
一
環
と
し
て
令
和
２
年
６

月
を
基
準
月
と
し
て
ひ
と
り
親
世

帯
の
方
へ
臨
時
特
別
給
付
金（
国
）

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
期
限
は
、
令
和
３
年
２
月

28
日
で
す
。
詳
し
く
は
福
祉
事
務

所
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

☎
２
５−

０
２
５
０

新
生
児
特
別
定
額
給
付
金

の
延
長
に
つ
い
て　
　
　

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金　
　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
度　
　
　
　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

安
芸
太
田
町
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
の
異
動　
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委
員
長　

岩い
わ

本も
と　

實じ
つ

夫お

委
員
長
職
務
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国際交流だより国際交流だより ヴェロニカのページ
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シカゴの冬シカゴの冬
　シカゴの冬はどういう感じですか？とよく聞かれるので、今回はそれに対してお答えし

ようと思います。

安芸太田町に似ているところ

　アメリカの中部にあるシカゴでも安芸太田町と同じように４つの季節を実感できますが、特にシカゴは

「風が強い街」とも呼ばれています。そのあだ名は、政治的な物議や影響が多くあるということを示して

いるのですが、私が高校生の時、学校へ歩いている最中に吹き飛ばされるかと思った経験は何回もあり、

秋や冬の風が本当に強い地域なのだと思います。

安芸太田町に似ているかどうかはまだ分からないところ

　そして、毎年冬には雪が結構降ります。１年の平均の降雪量が91㎝

です。それだけでなく、凄く寒くもなります。

　高校生のころに極循環という事象による大寒波が発生した時を思い

出します。あの時は、10分ほど外にいたら必ず凍傷になるほど寒かっ

たです。ですので、死ぬほど寒かったとも言えるでしょう（笑）。

　安芸太田町の本格的な冬はまだ実感していませんが、皆さんはどう

思いますか？寒さの点でシカゴと比べると安芸太田町の冬はどうでし

ょうか？

安芸太田町と違うところ

　アメリカの中部では津波や地震の恐れがないため、家の断熱性が高

く建てられています。

　ストーブを使って部屋を一つ一つ温めるより、セントラルヒーティ

ング（建物の１か所に熱源を発生させる装置を設置し、この装置から

発生した温水、温風、蒸気などを循環パイプで各部屋へと巡らせて建

物全体を温める暖房システム）というシステムがアメリカの家には不

可欠な機能です。それによって家全体をすぐに温めることができます。

ですので、個人的に安芸太田町の冬の方が寒く感じます。朝、布団を

出るのがつらいですね。

　もう１つ大きな違いがあると思います。それが、ホームレスの問題

です。シカゴは大きな町なので住むところがない人は少なくありませ

ん。その人たちは路上生活をするため、冬になると安全な場所どころ

か温かい場所を確保するのがとても難しくなります。ホームレス支援

団体はそのホームレスの問題に対して解決策を毎年講じています。

　安芸太田町ではそういう問題がないことが違うところですね。

「令和3年（令和2年度）安芸太田町成人式」延期のお知らせ
　令和３年１月10日（日）に開催を予定していました「令和３年（令和２年度）安芸太田町成人式」
は、新型コロナウイルス感染症が全国的に感染拡大している状況から、参加者の皆様と町民の皆様
の安全を最優先とし、開催を延期することとしました。
　新成人やご家族の皆様、関係者の皆さまにおかれましては、成人式に向けて準備されていたこと
と存じますが、ご理解・ご協力をお願いします。
　なお、延期時期は令和３年８月を予定しています。詳細が決まり次第、町のホームページ、広報
でお知らせします。

●問い合わせ先／教育委員会　生涯学習課　☎22−1212



 図書館
　だより 筒 賀 分 室 筒賀ふれあいプラザ内

　☎32-2601

戸河内分室 地域支援センター内
　☎28-1966

本　　　館 川・森・文化・交流センター内２階川・森・文化・交流センター内２階
　　☎2222-12131213

〈ホームページアドレス〉https://www.lics-saas.nexs-service.jp/akiota/

BOOK
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『有職の色彩図鑑』

『民藝と手仕事』

『くそじじいとくそばばあの日本史』

『ざんねんな三国志』

『夫が倒れた！献身プレイが始まった』

『全部わかる神社ガイド』

『善医の罪』（小説）

『夜明けのすべて』（小説）

『とわの庭』（小説）

『きのうのオレンジ』（小説）

読んでミンサイ新刊案内♪読んでミンサイ新刊案内♪

新しい図書館の仲間を

　　　　ちょっとだけ紹介するよ!

一
般
書

児
童
書

『まるごとこままわし教室』

『偉人もみんな悩んでいた』

『へんくつさんのお茶会』（よみもの）

『ポラーノの広場』（絵本）

川端裕人／著　筑摩書房

今月のおススメ本今月のおススメ本

『「色のふしぎ」 と不思議な社会』

移動図書館やまびこ号運行日
１月12日（火）・14日（木）・15日（金）・20日（水）

広報安芸太田　令和３（2021）年　１月号

　人は色をどうやって認識

するのか。色覚についての

自然科学の側面と社会との

かかわりについて、先天色

覚異常の当事者である著者

が５年に渡る調査取材と考

証を経てあらわした渾身の

ノンフィクション。

本館月末休館日 １月２９日（金）
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Ｃ
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国
際
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員
）
の
学
校
訪
問※ダブルダッチとは２本のロープでとぶ「なわとび」です。



安芸太田町は… 　　 2,815人　 　  3,219人 　  6,034人　3,128世帯  2020年(令和2年)12月31日現在

今月の当番医

来月の当番医

1月

２月

７日（日）安芸太田病院（救急サブセンター）

11日（木）安芸太田戸河内診療所（内科）

14日（日）西山医院（内科）

21日（日）山根医院（内科）

23日（火）安芸太田病院（救急サブセンター）

28日（日）山根医院（内科）

10日（日）安芸太田戸河内診療所（内科）

11日（月）西山医院（内科）

17日（日）山根医院（内科）

24日（日）安芸太田病院（救急サブセンター）

31日（日）山根医院（内科）

し尿収集日

※初回のし尿くみ取りは、町への登録が必要となります。役
　場衛生対策室または住民生活課までお問い合わせください。
※し尿汲取手数料は、くみ取りした月の翌月中旬納付書送付、
　または翌月末日口座振替となります。
※積雪等のため、日程通りに収集できない場合があります。
※積雪時は、くみ取口周辺の除雪をお願いします。

今月の納税等

○町県民税………………………第４期
○国民健康保険税………………第８期
○後期高齢者医療保険料………第７期
○介護保険料……………………第10期

（納期限:2月1日）
※納期限を必ず守りましょう

1月

１
月

12日（火）加計土居・滝本

13日（水）小板・松原・板ヶ谷・川手・柴木梶ノ木
14日（木）丁川・田之原・穴阿・川登・勝草
15日（金）宇佐・澄合・早木・芦杉・黒峠
18日（月）修道

19日（火）イロハ・塚原・香草・古市・新町神田町・空条

20日（水）ニホヘ・トチリ・ヌルヲ・ワカヨ・タレ・ソ・ツ
21日（木）遊谷・戸河内土居・下本郷・田吹・横川
22日（金）坪野・上久日市・下久日市・筒賀全域
25日（月）天神町・巴町・道の口
26日（火）上殿一円
27日（水）程原・津都見・船場・来見
28日（木）本町・東旭町・西旭町・附地・光石

２
月

１日（月）寺領一円・月の子・杉の泊・穴袋草尾・温井・猪山・平見谷
２日（火）上原・鮎ケ平・殿賀一円
３日（水）鵜渡瀬・木坂・山崎・上調子
４日（木）上本郷・吉和郷・打梨・那須
５日（金）見入ヶ崎・遅越・辻ノ河原
８日（月）加計土居・滝本

９日（火）小板・松原・板ヶ谷・川手・柴木梶ノ木
10日（水）丁川・田之原・穴阿・川登・勝草
12日（金）宇佐・澄合・早木・芦杉・黒峠

23

ひろしま環境の日
広島県では、毎月第一土曜日を「ひろしま環境の日」
と定めています。まずは、できることから!! みんなで
エコな活動を率先して実践していきましょう。

●問い合わせ先／住民生活課　☎28−2116

やってみよう省エネ生活！
～暖房の設定温度は２０℃以下～

2月6日（土）のテーマは、

広報安芸太田　令和３（2021）年　１月号

２
月
８
日
㈪

粗大ごみ①区域
長田・中央・箕角・与一野・才中得・寺領
長原・月の子・草尾・上杉・下杉・穴袋
筒賀全域　
※草尾は電話予約が必要です。	

2020年度 粗大ごみ収集日程

第4回

※粗大ごみ集積場所に出してください。
※①～④は「ごみ収集カレンダー」に記載されている収集区
　域です。収集区域によって収集日が異なりますので、お間
　違えのないようお願いします。
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24この広報紙は環境にやさしい再生紙と、大豆油インキを使用しています。

全校生徒が居ながらにして国際交流のできる学校

満1歳の誕生日満1歳の誕生日
おめでとうございます。おめでとうございます。 ※掲載にあたっては保護者

　のご了解を得ています。

◆◆GO!GO!加計高通信　第77号◆◆

ベトナムから編入学

　10月27日～30日、３泊４日で沖
縄県へ修学旅行にいきました。
　当初の計画は昨年度と同様にベ
トナムに行く予定でしたが、新型
コロナウイルス感染症拡大予防の
ため、安芸太田町と同じくJOCA
の支部がある沖縄に変更して実施
しました。
　沖縄JOCAでの研修では、フィ
ールドワークやディスカッション
による平和学習やSDGs探究プロ
グラムで多文化共生について学び
ました。
　また、班別自由研修では、沖縄
の多様な文化を肌で感じることが
できました。４日間、とても学び
の多い有意義な修学旅行となりま
した。

　12月８日、日本に入国して２週間の待機を経て、ベトナムからの編入学生ドアン  ティ  チャン  ヌゥン
さんを迎えることができました。
　今年度４月に編入学の予定でしたが、入国できず８か月遅れの入学となりました。８日には全校生徒で
歓迎会を開催し、ヌゥンさんの入学をお祝いしました。ヌゥンさんは「みんなの名前を早く覚えるよう頑
張ります」と挨拶し、加計高校での生活をスタートさせました。

沖縄修学旅行

大好きなはなちゃん、
1歳のお誕生日おめでとう♥
笑顔満開でスクスク育ってね！！

♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥

大
おお

久
く

保
ぼ

 花
は

那
な

ちゃん

【鮎ヶ平】


